
2022年度関西空港ボランティア活動
（AKV）

梅本若葉・大口諒介・嶋津里哉



● JR関西空港駅にて、外国人観光客
のサポートをするボランティア

●英語や中国語、韓国語で案内する
ことが多い

●コロナウイルス感染症2019の後退
により活動が本格的に



1年の流れ

4月・・・AKV活動再開

5月・・・「留学生ツアー」

6月・・・観光マップ「堺」撮影

JR関西空港駅との合同ミーティング

10月・・・観光マップ「大阪市内」撮影

交流会の実施

11月・・・第1回上級者研修会

観光マップ「天保山・吹田」撮影

「就活体験談」

2月・・・観光マップ「奈良」撮影

3月・・・第2回上級者研修

交流会・送別会





【Activities in 
2022】
関西空港
ボランティア
（AKV）

●JR関西空港駅で活動

●外国人旅行者のサポートボランティア

●毎月約2回、土日に実施

●今年度は27回実施

●延べ345人が参加





【Activities in 
2022】
観光地マップ
作り

●撮影
● 6月19日 堺

● 10月2日 大阪市内

● 11月20日 天保山・吹田

● 2月17日 奈良

●作成
●ネット媒体のマップを作成

●昨年度作成したマップにQRコードを添付

URL：





【Activities in 
2022】
上級者研修
会・交流会

●10月13日 AKV交流会

●11月17日 第1回上級者研修会

●3月6日 第2回上級者研修会

AKV交流会

●上級者研修会はAKVの活動に頻繁に参加してくれている人を
対象に実施



AKVリーダーズのコメント

●大口諒介
今年度を通してコロナの落ち着きを感じた1年でした。上半期では活動が再開したものの、観光客がほとんどいな

かったため、ただ立っているだけという時間もありました。しかし、下半期からは海外、または日本への渡航が緩
和されたこともあり、観光客が急増しコロナ前の活動を感じさせるほど賑わいを取り戻し、私たちも活動によりや
りがいを感じました。観光マップは、昨年度から引き続き観光地へ撮影しに行き、より良い観光マップを作成しま
した。来年度からは一気に新体制に変わるので後輩たちにもとても頑張ってもらいたいです。

●嶋津里哉

今年度がAKVに携われる最後の年でした。2年ぶりに再会したAKVに最初は戸惑っていましたが、一年
間経った今では後を任せられる後輩ができ、無事に引き継ぐことができました。また、今年は観光マ
ップ制作を本格的に実施し、多方面に活動しました。そして、上級者研修や懇親会などを通して、僕
たちが経験したことをきちんと後輩に伝え、継承することができたと思います。



教職員のコメント
●阪口葉子（教諭）

入学から卒業までの4年間、コロナ禍で活動ができなかった時も、JRさんとコラボしての
ビデオ作成をやり抜きました。授業、卒業論文作成、就職活動。AKV活動、地域協働の皆
さんとの連携、後輩育成にも力を注いでくれました。とても誇らしく思います。

●髙山佳穂（職員）

2年ぶりの活動再開にあたり、ルールの再構築等、リーダー学生と共にミーティングを重ね
ました。下級生育成にも力を入れながら１年を終え、次年度リーダーズ10名を育成すること
が出来たのはリーダー達の努力の結果です。今後のAKV活動の成長にも期待します。

●土屋智子（職員）

4月から活動が再開し、活動ができる喜びと、リーダーズは、後輩にたくさんのことを継承
していく1年でした。実地活動以外では、観光マップや上級者研修など多くの行事を実施し、
リーダーシップを発揮して、後輩も楽しく取り組めたと思います。結果、チーム一丸となっ
て、とても良い人間関係が築け充実した活動になったと感じています。


